
2025年10月
メダカの飼育を始めました。

この時は生まれてまだ間もないメダカの

子どもだったのでメダカも少し緊張して

隠れています。少しずつ顔を出してくれ

るようになるといいです。

①活動テーマ「友だち～メダカの飼育活動〜」

②テーマ設定理由

「身近な生き物に触れ、世話をしたり成長を追ったりすることで

　            ⽣き物や友だちを思いやる気持ちが芽⽣える」

③活動スケジュール

2025年 9月 メダカ飼育準備
2025年10月 メダカ飼育開始→2歳児クラスが主となってエサやりを⾏う
2025年11月 冬眠準備→エサやりお休み
2026年3月 冬眠明け→エサやり再開
2026年4月 新2歳児クラスに引き継ぐ
2026年5月 産卵準備→水槽の水替え
2026年6月 産卵→透明の卵が水草に付着。別の水槽に移し、観察する
2026年6月 メダカに孵化（針子が誕⽣）
　     →中サイズの水槽で針子から稚⿂までの成長を観察

④活動のために準備した素材や道具、環境の設定

水槽・メダカ用エサ・水（カルキ抜き）・バケツ・虫眼鏡

⑤活動の内容

メダカを飼育したり観察したりすることで、生き物への関心を深めたり、友だちを

思いやる心を育てたりする

毎日観察をする中でメスとオスの違いを⾒たり、メダカの絵に色を塗ったりして関

心を深める

⑥活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

最初はメダカが環境の変化に緊張して顔を出したり泳ぐ姿を見せたりすることが少

なかったが、毎⽇エサやりをする度に「⾒えないなあ」「食べてるかな？」「⼤きく

なってね」

「めだかさーん」「泳いでる！」「見えた！」「おはよう」「バイバイ」と愛着が芽⽣

えて声をかけたり、気づきを子ども同⼠で話したりする姿があった。

春になるとメダカの体も大きくなり、元気に泳いだりエサを食べたりする姿も⾒せ

てくれるようになり、子どもたちとの信頼関係も築いているように⾒える。

保育者は子どもたちの気づきや愛着の芽生えを承認したり「毎⽇ご飯をあげたり声

をかけたりしてくれているから嬉しいんだよ」とメダカの気持ちを伝えることで、

子どもの喜びに繋げている。

⑦振り返りによって得た先生の気づき

最初は上手に育てられるだろうか、育つだろうかと保育者として少し心配がありま

したが、子ども達との飼育活動の裏で職員間でメダカの⽣態を調べ準備したり環境

を整えたり、細やかに様子を⾒たりしたことで、メダカが⼤きく成長しその姿に子

ども達が喜び、愛情をたっぷりかけ、その喜びを友だち同⼠で共有し合う姿が⾒ら

れてとても良かったです。卒園児から新しいクラスにも引き継ぐ持続的な活動の⼀

つにもなりました。

2025年　3月
冬眠から明けて、元気に泳ぎだした

メダカさん。

4月に新2歳児クラスにも引き継ぎま
した。

2026年　6月
メダカの産卵期

無事に卵を産卵し、卵から

メダカの赤ちゃんが産まれ

ました。子ども達もとても

喜んでいます。
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